
【コミュニティの AW 基本原則】 

当コミュニティは、世界の家畜福祉の原則となっている以下の『５つの自由 Five Freedoms』の実現をＡＷ畜

産経営の基本原則とする。  

ＡＷ畜産で飼育された健康な家畜が生産する畜産食品は、安全で人の健康に寄与する「高 福祉品質 High Welfare 

Quality」という付加価値をもっている。 

 コミュニティは、この食品価値を認知する消費者へ供給するチェーンの開発及び促進事業を実行し、畜産食品市

場にＡＷ畜産食品を普及することを事業原則とする。 上記を原則として、家畜福祉食品の生産・加工・流通を担

う実業者のコミュニ ティ Community（共同体）を建設する。 

 

ＡＷＦＣ・ＪＡＰＡＮ（アニマル・ウェルフェア・フード・コミュニティ） 

アニマルウェルフェア フード コミュニティ  
Animal Welfare Food Community Japan 

 

【会員募集】総会に併せて新規会員の募集を開始致します。 

『ＡＷの普及』に尽力できる方、『すでにＡＷを実践』している方、また今後ＡＷに力を入れていこうという方

をお待ちしています。生産者だけでなく、流通業、小売業、外食業、製造業、または個人の方まで幅広く募集を

行っておりますので、詳細は事務局までお問合せください。 

 

 

【コミュニティ設立の趣旨】 

欧米などの畜産先進国は、家畜の行動の自由を閉じ込め、生産性と効率性の向上を目的としてきた工場的畜産か

らアニマルウェルフェア（AW）畜産への転換をすすめており、また世界動物保健機関 OIE も 2005年から世界家

畜福祉基準を策定している。  

当コミュニティは、このような国際的状況の変化に対応して、我が国の AW 畜産の進化をめざして設立する。  

 

【概要】   ＡＷＦＣ・ＪＡＰＡＮ 第 2回シンポジウム 

場所    日本獣医生命科学大学 Ｂ棟 5階 511教室 

      〒180-0022 東京都武蔵野市境２丁目２７−５ 

日時    7月 1日 午後１時～午後 6時 懇親会午後 18時～20時 

資料代   1,000円（懇親会費別途） 

申込方法  メールもしくはＦＡＸにて受付（各種お問合せもこちらまで） 

 mail boohoowoofarm@ybb.ne.jp  fax0551-23-4312 

 

 

 

 

 

 

所属・お名前 

 

今後のお知らせ 

 

メール 

 
住所 

 

ＴＥＬ 

 

有  ・  無 

 

懇親会出欠 

 

出席 ・ 欠席 

 

【活動目標】コミュニティは、AW 食品の供給チェーンシステム Supply Chain System を農場、食品企業、流通

業、外食業、消費者とで協働して開発する。コミュニティは、新規ビジネス事業を会員相互の協働によって開発

し、我が国のアニマルウェルフェア 畜産の促進に寄与する。 
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